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理科

身の回りの様々な生物を比較
しながらその特徴を調べる活動
を通して，生物の姿や生物と環
境との関わりについての理解を
図るとともに，差異点や共通点
を基に問題を見いだす力や，生
物を愛護する態度を育成するこ
とができるようにする。

第３学年

しぜんのかんさつ

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

〇身の回りの生物のようすを，
虫眼鏡などを正しく扱いなが
ら，細部まで調べたり，諸感覚
で確認したりして，わかりやすく
記録している。
〇生物は，色，形，大きさなど，
姿に違いがあることを理解し，
すんでいる場所も違うことから，
周辺の環境と関わって生きてい
ると考え，表現している。

〇自分の見つけた生物や，他
の児童が見つけた生物につい
て，詳しく知りたいことを考え，
それらを調べるための方法を
表現している。
〇自分や他の児童の観察結果
を色，形，大きさ，すんでいる場
所などの視点で比較し，差異点
や共通点をもとに考察し，自分
の考えを表現している。

〇自然を大切にしながら，この
時期に見られる身近な生物を，
体全体の諸感覚を使って，意
欲的に見つけようとしている。

植物の育ち方[１]
たねまき

植物の種をまき，世話をしなが
ら育てていく中で，植物の成長
の過程や体のつくりを比較しな
がら調べる活動を通して，それ
らについての理解を図り，観察
に関する技能を身につけるとと
もに，差異点や共通点を基に，
植物の育ち方や体のつくりにつ
いての問題を見いだす力や植
物を愛護しようとする態度を育
成することができるようにする。

〇種のまき方を知り，正しく種
をまいたり，困っている他の児
童に正しい種のまき方を教えた
りしている。
〇植物の栽培をしながら，虫眼
鏡や紙テープなどを正しく扱
い，植物の成長を以前のようす
と比較したり，他の植物と比較
したりしながら詳しく観察して，
わかりやすく記録している。

〇植物どうしを比較して，差異
点や共通点を見つけ出し，それ
らをもとに，植物はどのように
育つのか，また，今後どのよう
に育つのかを自分なりに考え，
表現している。

〇植物を育てた経験について
進んで紹介し，植物の育ち方を
意欲的に調べようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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こん虫の育ち方 チョウの育ち方や体のつくりに
興味をもち，見いだした問題を
追究する活動を通して，育ち方
には一定の順序があることと体
のつくりの特徴を捉えることが
できるようにするとともに，生命
を尊重する態度を養うことがで
きるようにする。

〇虫眼鏡などを正しく扱って，チョウの卵や
幼虫の成長を観察し，採餌のようすや糞の
量の変化などの細部についても，わかりや
すく記録している。
〇チョウは，卵から幼虫が生まれ，皮を脱
いで大きくなり，やがてさなぎから成虫の順
に育つことを理解し，説明することができ
る。
〇虫眼鏡などを正しく扱い，体の分かれ方
や目や触角のつき方，脚や翅のつき方や
数など，チョウの成虫の体を詳しく調べ，わ
かりやすく記録している。
〇チョウの成虫の体は，頭，胸および腹か
らできていることに加えて，腹には節がある
こと，目は人間のそれとは異なることなど細
部に関しても理解している。

〇チョウの卵や幼虫がどのよう
に育つのか，観察結果をもとに
考え，今後どのように育ってい
くのかも自分なり考えて表現し
ている。
〇チョウが卵から成虫までどの
ように育つのか，自分と他の児
童の観察結果を比較して考察
し，大きさ，糞の量，形の変化
など細部に関することも交えな
がら表現している。

〇花が咲いていない植物（キャ
ベツ等）にチョウが集まる理由
や，チョウの体のつくりに興味
をもち，他の児童の考えも取り
入れながら，意欲的に調べよう
としている。
〇他のチョウやチョウ以外の昆
虫を，自ら進んで探したり，飼
育・観察したりして，学習や生
活に生かそうとしている。

理科 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

植物の育ち方[2]
葉・くき・根

植物の世話をしながら育ててい
く中で，植物の育ちや体のつく
りを比較しながら調べる活動を
通して，差異点や共通点を基に
植物の育ちや体のつくりについ
ての問題を見いだし，表現する
とともに，植物の成長による体
の変化や植物は根・茎・葉から
できているという体のつくりとそ
れぞれの特徴について捉える。

〇植物の育ちについて，虫眼
鏡を正しく扱いながら，葉の数
や大きさ，草丈，茎の太さなど
に着目して調べ，前回の観察
結果と比較しながらわかりやす
く記録している。
〇植物の体は，根，茎および葉
からできていることに加えて，
葉のつき方や根のようすなど細
部に関しても理解している。

〇複数の観察結果を比較し
て，差異点と共通点の両方をと
らえたうえで，葉のつき方など
細部に関することも交えなが
ら，自分の考えを表現してい
る。

〇自分や他の児童が育ててい
る植物の育ち方に興味・関心を
もち，継続的に進んで調べよう
としている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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理科 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

ゴムや風の力 風やゴムで動くものをつくったり
動かしたりする活動を通して，
風やゴムの力をはたらかせたと
きの現象の違いを比較する能
力を育てるとともに，風やゴム
の力でものを動かせることの理
解を図り，風やゴムのはたらき
についての考えをもつことがで
きるようにする。

〇送風機などを正しく扱いながら，風の力
のはたらきを調べるためには，風の強さ以
外の条件をそろえることに気づいて実験し，
結果をわかりやすく記録している。
〇風の力は，ものを動かすことができるこ
と，また，風の力の大きさを変えると，もの
が動くようすも変わることを，実験結果や生
活経験と関係づけて理解している。
〇器具を正しく扱いながら，ゴムの力のは
たらきを調べるためには，ゴムを伸ばす長
さ以外の条件をそろえることに気づいて実
験し，結果をわかりやすく記録している。
〇ゴムの力は，ものを動かすことができるこ
と，また，ゴムの力の大きさを変えると，も
のが動くようすも変わることを，実験結果や
生活経験と関連づけて理解している。

〇試走結果や自分の生活経験か
ら，風の強さと車が動く距離の関係
について，問題を見いだしている。
〇自分と他の児童の結果を総合し
て比較し，風の強さが変わると，も
のが動くようすも変わると考察し，
自分の考えを表現している。
〇自分と他の児童の結果を総合し
て比較し，ゴムを伸ばす長さが変
わると，ものが動くようすも変わる
と考察し，自分の考えを表現してい
る。

〇風やゴムの力を利用した道
具には何があるかを調べようと
したり，風やゴムの強さによっ
て，ものの動きや体への感じ方
などが違ったりすることを進ん
で紹介したりしている。
〇風とゴムの力のはたらきを活
用したものづくりや，風とゴムの
力のはたらきを利用したものを
進んで見つけようとしている。

単元のまとまりの評価規準

音のふしぎ トライアングルで音を出したり
や糸電話で音を伝えたりする活
動を通して，音を出したときの
震え方の違いを比較する能力
を育てるとともに，音の大小と
震え方の関係への理解を図り，
音の性質についての考えをも
つことができるようにする。

〇ものから音が出るとき，ものは震え
ていること，また，音の大きさが変わる
ときものの震え方が変わることを理解
し，実験結果や生活経験と結びつけて
説明できる。
〇糸電話を正しく扱って，糸に触れたり
つまんだりして，手ごたえや体感をもと
にして詳しく調べ，結果をわかりやすく
記録している。
〇ものから音が伝わるとき，ものは震
えていることを理解し，実験結果や生
活経験と結びつけて説明できる。

〇音を出す活動や日常経験を
もとに，音が出ているときのも
ののようすや音の大小との関
係について問題を見いだし，自
分の考えを表現している。
〇自分と他の児童の実験結果
を総合して比較し，音が出てい
るときのもののようすや，音の
大小と震え方の関係を考察し，
自分の考えを表現している。

音を出した経験や，その際に感
じたことなどを進んで紹介して
いる。
〇身の回りでどのように音の性
質が利用されているのか進ん
で調べようとしたり，生活に生
かそうとしたりしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
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教科 学年

動物のすみか 身の回りのいろいろな昆虫を比
較する活動を通して，それぞれ
色，形，大きさなどの姿が違う
こと，食べ物やすみかなどの周
辺の環境とかかわって生きてい
ることをとらえるようにする。ま
た，昆虫の体のつくりや育ちに
は一定のきまりがあるという考
えをもつことができるようにす
る。

〇生物は，食べ物やすみかを通して周
辺の環境と関わって生きていることを
理解し，その具体例を挙げることがで
きる。
〇以前の学習で調べたチョウなど，複
数の昆虫の成虫の体のつくりを比較
し，昆虫の成虫の体は頭，胸および腹
からできていることを理解している。
〇昆虫には，卵→幼虫→さなぎ→成虫
の順に育つものと，卵→幼虫→成虫の
順に育つものがいることを理解し，い
ずれについても複数の例を挙げること
ができる。

〇昆虫は，それぞれ体の色，
形，大きさに特徴があり，それ
らが生活場所や食べ物に関係
していることを考え，表現してい
る。
〇昆虫の育ち方について観察
結果を比較し，差異点や共通
点から昆虫によって育ち方が違
うことを考察し，自分の考えを
表現している。

〇身の回りの昆虫について，こ
れまで昆虫と関わった経験など
を進んで紹介し，意欲的に昆虫
を探して，飼育・観察しようとし
ている。
〇昆虫を自ら進んで探したり，
飼育・観察したりして，学習や
生活に生かそうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

植物の育ち方[3]花 植物の花がさいているようすに
興味・関心をもち，植物の育ち
を前の観察記録と比較したり，
他の植物と比較したりしながら
調べる活動を通して，差異点や
共通点を基に植物の育ちにつ
いての問題を見いだし，表現す
るとともに，植物の成長による
体の変化や花がさいているよう
すについて捉える。

〇植物の育ちについて，虫眼
鏡を正しく扱いながら，葉の数
や大きさ，草丈，茎の太さ，花
のようすなどに着目して調べ，
前回の観察結果と比較しなが
らわかりやすく記録している。

〇自分や他の児童が育ててい
る植物の育ち方や花のようす
に興味・関心をもち，継続的に
進んで調べようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科 第３学年

理科 第３学年
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教科 学年

植物の育ち方[4]
花がさいた後

植物の実ができたようすに興
味・関心をもち，植物の育ちを
前の観察記録と比較したり，他
の植物と比較したりしながら植
物の一生をまとめる活動を通し
て，植物の育ち方には，たねか
ら発芽し，子葉が出て，葉が茂
り，花が咲き，実ができた後に
枯死するという植物の成長の
順序があることを捉えるととも
に，生物を愛護する態度を育て
る。

〇植物の育ち方には一定の順
序があることを，これまでの観
察記録や生活経験と結びつけ
て理解している。
〇植物を自ら進んで調べたり，
栽培・観察したりして，学習や
生活に生かそうとしている。

〇複数の観察結果を比較し
て，差異点と共通点の両方をと
らえたうえで，どの植物も育ち
方が同じであるということを具
体例を交えながら，自分の考え
を表現している。

〇自分や他の児童が育ててい
る植物の育ち方や実のようす
に興味・関心をもち，継続的に
進んで調べようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

地面のようすと太陽 日なたと日陰の様子に着目して，
それらを比較しながら，太陽の位
置と地面の様子を調べる活動を通
して，方位磁針や温度計を用いた
観察，実験などに関する技能を身
に付けるとともに，主に日陰の位
置や日なたと日陰の地面の様子の
差異点を基に，問題を見いだす力
や主体的に問題解決しようとする
態度を養い，太陽と地面の様子と
の関係についての考えをもつこと
ができるようにする。

〇影はどんなものも太陽の反対側にでき，向きが同じであ
ることを，観察結果や日常生活と結びつけて理解してい
る。
〇影と太陽の位置について，方位磁針や遮光板などを正
しく扱って調べ，結果をわかりやすく記録している。また，
困っている他の児童に正しい扱い方を教えるなどしてい
る。
〇日陰の位置は，太陽の位置の変化によって変わること
を，観察結果や生活経験と結びつけて理解し，方位を用い
て説明できる。
〇温度計を安全に正しく扱って，日なたと日陰の地面の温
度を調べ，結果をわかりやすく記録している。また，困って
いる他の児童に正しい扱い方を教えるなどしている。
地面は太陽によって暖められ，日なたと日陰の地面の暖
かさや湿り気には違いがあると理解し，朝より昼ごろのほう
が地面の温度が高い理由を，観察結果や生活経験と結び
つけて説明できる。

〇生活経験や教科書の写真をもとに，
時刻を変えたときの日陰の位置を比較
して問題を見いだし，太陽の位置の変
化について，自分の考えを表現してい
る。
〇生活経験などをもとに，日なたと日
陰の地面のようすを比較して問題を見
いだし，明るさ，暖かさ，湿り気などに
ついて考え，表現している。
〇自分と他の児童の結果を総合して
比較し，日なたと日陰の地面の温度に
ついて数値を使って考察し，自分の考
えを表現している。

〇これまでの経験を思い出した
り，日光でできる影に気づいた
りして，影のでき方について意
欲的に調べようとしている。
〇身の回りでどのように日光や
影が利用されているのか進ん
で調べようとしたり，生活に生
かそうとしたりしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科 第３学年
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太陽の光 光を当てたときの明るさや暖かさ
に着目して，光の強さを変えたとき
の現象の違いを比較しがら，光の
性質を調べる活動を通して，平面
鏡や虫眼鏡を用いた観察，実験な
どに関する技能を身につけるととと
もに，主にはね返した日光の明る
さや暖かさの差異点を基に，問題
を見いだす力や主体的に問題解決
しようとする態度を養い，光の性質
についての考えをもつことができる
ようにする。

〇日光は直進し，反射させることができるこ
とを，実験結果や木漏れ日などの日常生活
とも結びつけて理解している。
〇的の明るさや温度について，鏡や温度計
などを正しく扱って調べ，結果をわかりやす
く記録している。また，困っている他の児童
に正しい扱い方を教えるなどしている。
〇日光は集めることができること，ものに日
光を当てると明るさや暖かさが変わることを
理解し，実験結果をもとに説明することがで
きる。
〇鏡や虫眼鏡を使って日光を集めると，光
の集まる量で，ものの明るさや暖かさが変
わり，虫眼鏡を使うと高温になることを理解
している。

〇自分と他の児童の実験結果
を総合して比較し，鏡で反射さ
せた日光の数と明るさ・温度の
関係を考察し，自分の考えを表
現している。
〇前時の実験結果から，既習
事項を生かした予想をもち，自
分の考えを表現している。

〇鏡を正しく扱って日光を反射
させ，反射させた日光を重ねた
り，日光の通り道に手をかざし
たりするなどして，光の性質を
意欲的に調べようとしている。
〇身の回りでどのように光の性
質が利用されているのか進ん
で調べようとしたり，生活に生
かそうとしたりしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

電気の通り道 乾電池，豆電球，ソケット，導線を
使い，豆電球が点灯するつなぎ方
と点灯しないつなぎ方とを比較した
り，回路の一部にいろいろなものを
入れて点灯するかどうかを調べた
りし，見いだした問題を興味・関心
をもって追究する活動を通して，電
気の回路のつなぎ方や電気を通す
ものについての考えをもつことがで
きるようにする。

〇電気の回路について，乾電池や豆
電球を正しく扱いながら，1つのつなぎ
方だけでなく，いろいろなつなぎ方で調
べ，その結果をわかりやすく記録して
いる。
〇電気を通すつなぎ方と通さないつな
ぎ方があることを理解し，「回路」という
言葉を使って具体例を挙げながら説明
できる。
〇ものには，電気を通すものと通さな
いものがあることを理解し，「金属」とい
う言葉を使って具体例を挙げながら説
明できる。

〇自分と他の児童の実験結果を総合
して比較し，豆電球のようすとつなぎ方
の関係を考察し，自分の考えを表現し
ている。
〇電気を通すものについて，ものの材
質や日常経験をもとにした予想をも
ち，自分の考えを表現している。
〇自分と他の児童の実験結果を総合
して比較し，豆電球のようすと途中に
はさんだものの材質との関係を考察
し，自分の考えを表現している。

〇電気の明かりに興味をもち，
身の回りの電気を利用したもの
について進んで紹介している。
〇身の回りでどのように電気が
利用されているのか進んで調
べようとしたり，生活に生かそう
としたりしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

理科 第３学年



学校名：江戸川区立新田小学校

8

6

教科 学年

じしゃくのふしぎ 身の回りの磁石の性質を利用
した道具などから見いだした問
題について，興味・関心をもっ
て追究する活動を通して，磁石
につくものとつかないものを表
などに分類，整理しながら比較
する能力を育てるとともに，そ
れらについての理解を図り，磁
石の性質についての考えをも
つことができるようにする。

〇磁石につくものについて，磁石などを正し
く扱いながら，既習事項をもとにいろいろな
もので調べ，その結果をわかりやすく記録
している。
〇磁石につくものとつかないものがあること
を理解し，磁石につくものは鉄であると，実
験結果をもとに説明することができる。
〇磁石の異極は引き合い，同極は退け合う
ことを理解し，「Ｓ極」や「Ｎ極」といった言葉
を使って関係を説明できる。
〇磁石に近づけると磁石になるものがある
ことを理解し，鉄釘が磁石になった理由を
既習事項をもとに説明できる。

〇電気を通すものと通さないものの学
習や，日常経験をもとにした予想をも
ち，自分の考えを表現している。
〇磁石につくものとつかないものの差
異点や共通点をもとに，金属でも磁石
につくものとつかないものがあることな
どを考察し，自分の考えを表現してい
る。
〇磁石につける前とつけた後の鉄釘
のはたらきを比較し，鉄釘が磁石に
なったと考える理由を，これまで学習し
た磁石の性質をもとに考察し，自分の
考えを表現している。

〇磁石をものにつける活動か
ら，家庭や学校にある磁石など
について進んで紹介したり，ど
うしてそのような現象が起きる
のか不思議に思い意欲的に調
べたりしようとしている。
〇身の回りでどのように磁石の
性質が利用されているのか進
んで調べようとしたり，生活に
生かそうとしたりしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

ものの重さ 物の形や体積に着目して，物の重
さを比較しがら，物の性質を調べる
活動を通して，自動上皿ばかりを
用いた観察，実験などに関する技
能を身につけるととともに，主にも
のの形や種類による重さの差異点
や共通点を基に，問題を見いだす
力や主体的に問題解決しようとす
る態度を養い，物の性質について
の考えをもつことができるようにす
る。

〇自動上皿はかりを正しく扱って調
べ，形を変えたときのものの重さを比
べるためには，粘土が減ったり増えた
りしないようにすることに気づき，結果
をわかりやすく記録している。
〇ものの形を変えたり，ものを分割し
たりしても，ものが増えたり減ったりし
ないため，重さは変わらないことを理
解している。
〇ものは，体積が同じでも重さは違うこ
とがあることを理解し，実験結果や生
活経験と結びつけて説明できる。

〇ものの形を変えたときの重さを
比較して問題を見いだし，ものの
量が増えたり減ったりしていないこ
とから，ものの形だけを変えて重さ
を調べてみたいなど，自分の考え
を表現している。
〇実験結果を比較し，同じ体積で
も，ものの種類が異なると重さが異
なることを，具体的なものの名前や
重さの数値を挙げながら，自分の
考えを表現している。

〇1つひとつものを持って重さを
体感したり，両手に異なるもの
を持って重さ比べをしたりして，
はっきり差がわからないものに
ついて，さらに詳しく調べようと
している。
〇ものの形や体積と重さの関
係を理解し，身の回りのさまざ
まなものを重さや体積の視点で
詳しく見直そうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科 第３学年



学校名：江戸川区立新田小学校

3

教科 学年

おもちゃショー 風とゴムの力のはたらき，光と
音の性質，乾電池や豆電球，
磁石，ものの体積と重さの関係
などを利用したおもちゃづくりを
通して，学習したことについて
興味・関心をもって追究する能
力を育てるようにする。

〇器具を正しく扱いながら，計
画をよりよく修正しておもちゃを
製作している。

〇これまで学習したことを意識
して，おもちゃのしくみや必要な
材料などを考え，具体的に計画
を立てている。

〇これまで学習したことについ
て進んで紹介し，意欲的におも
ちゃの製作に取り組もうとして
いる。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科 第4学年



学校名：江戸川区立新田小学校

1

7

教科 学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

〇これまでの学習や生活経験
をもとにして，天気によるあたた
かさの違いや1日の気温の変
化に進んでかかわり，他者とか
かわりながら，調べようとしてい
る。
〇天気と1日の気温の変化につ
いて，学んだことを学習や生活
に生かそうとしたり，1日の気温
の変化のしかたについて予想
したりして，行動しようとしてい
る。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

季節と生物[1]
春の始まり

春の生命の息吹の中で，動物
の活動や植物の成長に興味・
関心をもち，1年間を通した観
察計画を立てて継続観察を行
い記録することから，生物を愛
護する態度を育てるとともに，
動物の活動や植物の成長と，
気温や水温などの環境とのか
かわりをとらえるようにする。

〇気温や水温を測る際の温度計
の使い方を正しく理解し，記録して
いる。
〇ヒョウタンなどを育てて，芽生え
と成長のようすやそのときの気温
などを繰り返し調べ，以前と比べな
がら結果を図や言葉でわかりやす
く記録している。
〇春の生き物のようす理解し，発
表するために友達と情報交換をし
ながら，これまでの観察記録を整
理し，わかりやすくまとめている。

〇1年間観察する生き物のよう
すについて，観察の観点や方
法，記録することなどを考え， 1
年間継続して観察するための
計画を立てて表現している。
〇春の生き物のようすについ
て，気温や水温の変化と関係
づけて考察し，根拠を明確にし
て自分の考えを表現している。

〇春の生き物に進んでかかわり，
他者とかかわりながら，身の回り
の生物について，冬のようすとの
違いを見つけようとしている。
〇ヒョウタンなどの成長に進んでか
かわり，他者とかかわりながら，調
べたり，これからの成長を予想した
りしながら意欲的に世話をしてい
る。
〇春の生き物について学んだこと
を学習や生活に生かそうとし，意
欲的にこれからの変化についても
考えようとしている。

〇温度計を正しく扱いながら，
天気や1日の気温の変化のし
かたを調べ，測定した天気や気
温を記録し，天気と気温の変化
を関係づけてわかりやすくまと
めている。
〇天気によって， 1日の気温の
変化のしかたに違いがあり，太
陽の熱や雲と関係があると理
解している。

〇天気によるあたたかさの違い
や1日の気温の変化について
予想や仮説を発想し，筋道立
てて自分の考えを表現してい
る。
〇1日の気温の変化を表したグ
ラフと天気を関係づけて，観察
した結果から考察し，表現して
いる。

理科 第4学年

天気と気温 晴れや曇り，雨の日に，1日の
気温の変化を調べ，天気によっ
て1日の気温の変化のしかたに
違いがあることをとらえるように
する。



学校名：江戸川区立新田小学校
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8

教科 学年

電池のはたらき 乾電池の数や回路を流れる電
流の大きさや向きと，モーター
の回り方や豆電球のようすに
着目し，それらを関係づけて電
気のはたらきについて根拠の
ある予想や仮説を発想すること
ができるようにするとともに，乾
電池を使ったおもちゃづくりを
通して，電気のはたらきに興
味・関心をもって追究する態度
を育てる。

〇簡易検流計を正しく使って，
乾電池をつなぐ向きを変えたと
きの簡易検流計の針が振れる
向きや，モーターの回る向きを
調べている。
〇乾電池の数やつなぎ方を変
えると，モーターの回る速さが
変わることを理解し，電流の大
きさとの関係で説明している。

〇乾電池をつなぐ向きを変える
と，モーターの回る向きも変わ
ると予想し，自分の考えを表現
している。
〇乾電池2個のつなぎ方を考え
て様々な回路をつくり，乾電池
のつなぎ方，モーターの回り
方，電流の大きさを表に整理し
ながら表現している。

〇乾電池とモーターを使ったお
もちゃを動かすことに進んでか
かわり，他者とかかわりなが
ら，モーターがよく回る方法を
考え動かそうとしている。
〇電気のはたらきについて学
んだことを学習や生活に生かそ
うとしたり，電気の利用の方法
を考えたりしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科 第4学年

〇春の生き物に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，春
の観察経験を生かして，身の
回りの生き物のようすを観察し
ようとしている。
〇春の生き物について学んだ
ことを学習や生活に生かそうと
し，意欲的にこれからの変化に
ついても考えようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

季節と生物[2]春 春の動物の活動や植物の成長
を興味・関心をもって継続して
観察し，記録することから，生
物を愛護する態度を育てるとと
もに，動物の活動や植物の成
長と季節とのかかわりをとらえ
るようにする。

〇ヒョウタンなどを育てて，成長
のようすやそのときの気温を繰
り返し調べ，以前と比べながら
結果を図や言葉でわかりやすく
記録している。
〇春の生き物のようす理解し，
発表するために友達と情報交
換をしながら，これまでの観察
記録を整理し，わかりやすくま
とめている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校
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5

教科 学年

とじこめた空気や水 空気を閉じ込めた袋や空気鉄
砲を使った活動や，注射器に
閉じ込めた空気を圧し縮める実
験を通して，閉じ込めた空気を
圧した時の現象について，主体
的に調べることができるように
するとともに，水についても同
様の実験を行い，それぞれの
結果を比較して，空気と水の性
質の違いをとらえるようにする。

〇注射器が倒れないように気をつけて力を
加えるなど安全に使い，注射器の目盛りに
着目したり，石鹸水の泡を入れたりして，空
気の体積の変化を詳しく調べている。
〇閉じ込めた空気を圧すと体積が小さくな
り，強く圧して体積が小さくなるほど，圧し返
す力は大きくなることを，図などを使ってま
とめている。
〇閉じ込めた水を圧したとき，体積がどうな
るかを，空気を圧したときと比較しながら調
べ，記録している。
〇閉じ込めた水を圧しても，空気と違って体
積が変わらないことを理解し，空気と比べな
がら図などで説明している。

〇空気鉄砲を使った活動から，
空気を圧したとき，体積がどう
なるかを予想し，それを調べる
具体的な方法について，自分
の考えを表現している。
〇閉じ込めた水を圧したときの
体積の変化について，実験の
結果から，空気の場合と比較し
て考察し，自分の考えを図や文
を使って表現している。

〇閉じ込めた空気を使った活動に
進んでかかわり，他者とかかわり
ながら，空気鉄砲の玉が飛ぶ理由
について空気に着目して気づいた
ことを挙げ，閉じ込めた空気の性
質を調べようとしている。
〇空気や水の性質を利用してもの
づくりをしたり，空気や水の性質を
利用したものを日常生活の中に見
つけ，説明したりしようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

季節と生物[3]夏 夏の動物の活動や植物の成長
を興味・関心をもって継続して
観察し，記録することから，生
物を愛護する態度を育てるとと
もに，動物の活動や植物の成
長と季節とのかかわりをとらえ
るようにする。

〇ヒョウタンなどを育てて，成長
のようすやそのときの気温を繰
り返し調べ，以前と比べながら
結果を図や言葉でわかりやすく
記録している。
〇夏になると，動物はより活発
に活動し，植物はより成長する
ことを理解し，春のようすと比較
しながら説明している。

〇夏の生き物に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，春
の観察経験を生かして，身の
回りの生き物のようすを観察
し，春のころとの違いを見つけ
ようとしている。
〇夏の生き物について学んだ
ことを学習や生活に生かそうと
し，意欲的にこれからの変化に
ついても考えようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科 第4学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準



学校名：江戸川区立新田小学校
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2

教科 学年

星や月[1]
月の明るさや色

月や星を観察して，その位置の
変化を時間と関係づけて調べ，
月や星の特徴や動きについて
の考えをもつことができるよう
にするとともに，天体に対する
豊かな心情を育てる。

〇方位磁針を正しく使って月の位
置を調べ，月は日によって形が変
わって見え，太陽と同じように1日
のうちでも時刻によって位置が変
わり，月の形が違っても動きは同じ
であることを理解している。
〇星の集まりは，1日のうちでも時
刻によって並び方は変わらないが
位置が変わることを理解し，星の
位置の目安となる目印を決めて星
の位置や並び方を調べている。

〇月を見た経験などから，月も
太陽と同じように東から西へ動
くと予想や仮説を発想し，より
具体的に自分の考えを表現し
ている。
〇星の位置の変化を時刻と関
係づけて考察し，観察した星や
星座の名前，時刻などを具体
的に挙げて表現している。

〇月の動き方に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，月
が見られる位置や時刻，形など
に注目して，月の動きを調べよ
うとしている。
〇月や星の動きについて，学
んだことを学習や生活に生かそ
うとし，資料を使って月や星を
調べたり，観察したりしようとし
ている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

季節と生物[4]夏の終わり 夏の終わりの動物の活動や植
物の成長を興味・関心をもって
継続して観察し，記録すること
から，生物を愛護する態度を育
てるとともに，動物の活動や植
物の成長と季節とのかかわりを
とらえるようにする。

〇ヒョウタンなどを育てて，成長
のようすやそのときの気温を繰
り返し調べ，以前と比べながら
結果を図や言葉でわかりやすく
記録している。
〇夏の終わりの動物の活動
や，植物の成長の様子を理解
し，夏のようすと比較しながら説
明している。

〇夏の終わりの生き物に進ん
でかかわり，他者とかかわりな
がら，春の観察経験を生かし
て，身の回りの生き物のようす
を観察し，春のころとの違いを
見つけようとしている。
〇夏の終わりの生き物につい
て学んだことを学習や生活に生
かそうとし，意欲的にこれから
の変化についても考えようとし
ている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科 第4学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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8

教科 学年

雨水のゆくえ 水は熱しなくても蒸発して空気
中に出ていったり，目に見えな
い水蒸気が冷やされて再び水
の姿で現れたりするという考え
をもつことができるようにすると
ともに，自然界の水の姿と関係
づける能力や，興味・関心を
もって追究する態度を育てる。

〇水の自然蒸発のようすを調べ，
容器にふたをしたときと，していな
いときの違いに着目して，その結
果をわかりやすく記録している。
〇水は，水面や地面などから蒸発
し，水蒸気になって空気中に含ま
れることを理解し，水たまりがなく
なったことや洗濯物が乾く理由を
説明している。
〇空気中の水蒸気は結露して再
び水になって現れることがあること
を理解し，わかりやすく説明しよう
としている。

〇水は熱しなくても，蒸発して空気
中に出ていくかについて予想や仮
説を発想し，それを確かめる方法
を含めて，自分の考えを図や文で
表現している。
〇ビーカーの外側に水滴がつくこ
とと，ビーカーの水が減っていない
ことを関係づけて考察し，水滴は
空気中の水蒸気が冷やされて水に
なったものであることを，自分の言
葉で表現している。

〇校庭やアスファルトの水たまり
が，なくなっていくようすに進んで
かかわり，他者とかかわりながら，
水たまりの水がどこへいったかを，
熱した水のゆくえや洗濯物が乾く
理由と関係づけて調べようとしてい
る。
〇水のゆくえについて学んだことを
学習や生活に生かそうとしたり，水
の姿が変わる現象を，身の回りか
ら見つけて説明したりしようとして
いる。

星や月[2]
月と星の位置の変化

月や星を観察して，その位置の
変化を時間と関係づけて調べ，
月や星の特徴や動きについて
の考えをもつことができるよう
にするとともに，天体に対する
豊かな心情を育てる。

〇方位磁針を正しく使って月の位
置を調べ，月は日によって形が変
わって見え，太陽と同じように1日
のうちでも時刻によって位置が変
わり，月の形が違っても動きは同じ
であることを理解している。
〇星の集まりは，1日のうちでも時
刻によって並び方は変わらないが
位置が変わることを理解し，星の
位置の目安となる目印を決めて星
の位置や並び方を調べている。

〇月を見た経験などから，月も
太陽と同じように東から西へ動
くと予想や仮説を発想し，より
具体的に自分の考えを表現し
ている。
〇星の位置の変化を時刻と関
係づけて考察し，観察した星や
星座の名前，時刻などを具体
的に挙げて表現している。

〇月の動き方に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，月
が見られる位置や時刻，形など
に注目して，月の動きを調べよ
うとしている。
〇月や星の動きについて，学
んだことを学習や生活に生かそ
うとし，資料を使って月や星を
調べたり，観察したりしようとし
ている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科 第4学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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4

教科 学年

わたしたちの体と運動 運動しているときのヒトやほか
の動物の体の動きについて，
骨や筋肉のはたらきと関係づ
けながら調べていくことで問題
を見いだし，興味・関心をもって
追究する活動を通して，ヒトの
体のつくりと運動についての考
えをもつことができるようにす
る。

〇自分の体を触って曲げられると
ころを見つけたり，骨の模型や映
像などの資料を活用したりして，体
を曲げられるところを詳しく調べて
いる。
〇ヒトが体を動かすときの，骨や筋
肉の動きや変化を正しくとらえ，体
の動くしくみを理解している。
〇ほかの動物の体のつくりや，体
を動かすしくみについて，図鑑やイ
ンターネットなど様々な方法で詳し
く調べている。

〇運動しているときのヒトの体
の動きから，腕の中の骨がど
のようになっているか予想をも
ち，自分の考えを図や文を使っ
て表現している。
〇ほかの動物の体のつくりや，
体を動かすしくみについて，ヒト
と関係づけて考察し，根拠のあ
る自分の考えを図や文を使っ
て表現している。

〇ヒトの体のつくりに進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，体育で
のようすを思い出したり，運動して
いるときの腕の中での骨や筋肉の
ようすを予想したりしながら，運動
と体のつくりとの関係を調べようと
している。
〇ヒトやほかの動物の体のつくりと
運動のかかわりを学んだことから，
生命の巧みさを感じ，いろいろな生
命を尊重していこうとしている。

季節と生物[５]秋 秋の動物の活動や植物の成長
を興味・関心をもって継続して
観察し，記録することから，生
物を愛護する態度を育てるとと
もに，動物の活動や植物の成
長と季節とのかかわりをとらえ
るようにする。

〇ヒョウタンなどを育てて，成長
のようすやそのときの気温を繰
り返し調べ，以前と比べながら
結果を図や言葉でわかりやすく
記録している。
〇秋になると，動物の動きは鈍
くなり，植物は成長が止まった
り，実が大きくなったりすること
を理解し，夏のようすと比較し
ながら説明している。

〇秋の生き物に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，春
や夏の観察経験を生かして，
身の回りの生き物のようすを観
察し，春や夏のころとの違いを
見つけようとしている。
〇秋の生き物について学んだ
ことを学習や生活に生かそうと
し，意欲的にこれからの変化に
ついても考えようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科 第4学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準
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教科 学年

時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第4学年

ものの温度と体積 空気・水・金属は，温度が高くな
ると膨張し，低くなると収縮する
といった，温度の変化と空気・
水・金属の体積の変化との関
係を見いだし，中でも空気の体
積変化は最も大きいことをとら
えるようにする。また，既習の
内容や生活経験をもとに，根拠
ある予想や仮説を発想する力
や主体的に問題解決しようとす
る態度を育てる。

〇空気は，あたためると体積が大きくなり，冷やす
と体積が小さくなることを理解し，導入の活動で栓
が飛び出した理由について説明できる。
〇水は，あたためると体積が大きくなり，冷やすと
体積が小さくなることを理解し，水面の位置が上下
した理由を説明している。
〇加熱器具などを安全に正しく使って，熱した金属
が非常に高温になることを理解した上で，金属を
あたためたり冷やしたりしたときの体積の変化を調
べている。
〇金属はあたためると体積が大きくなり，冷やすと
体積が小さくなるが，その変化は空気や水よりも
小さいことを理解し，空気・水・金属によって性質
が異なることも理解している。

〇閉じ込めた空気をあたためたとき，栓が
飛び出した理由について予想や仮説を発
想し，それを確かめる方法も含めて自分の
考えを図や文で表現している。
〇空気の温度と体積の変化について，実験
の結果から考察し，導入の活動で栓が飛び
出した理由について自分の考えを表現して
いる。
〇水をあたためたり冷やしたりしたときの水
の体積変化を，水面の位置をしっかりととら
えて，実験の結果から考察し，表現してい
る。
〇温度による金属の体積変化が，空気や
水の場合と比較して非常に小さいことをわ
かりやすくまとめ，自分の考えを表現してい
る。

〇容器に閉じ込めた空気をあ
たためる活動に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，
様々な方法であたためた空気
の性質を調べようとしている。
〇温度によるものの体積変化
を利用してものづくりをしたり，
温度によるものの体積変化を
利用したものを日常生活の中
に見つけ，説明したりしようとし
ている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
単元名
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6

教科 学年

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

季節と生物[６]冬 冬の動物の活動や植物の成長
を興味・関心をもって継続して
観察し，記録することから，生
物を愛護する態度を育てるとと
もに，動物の活動や植物の成
長と季節とのかかわりをとらえ
るようにする。

〇ヒョウタンなどのようすと気温を調
べ，以前と比べながら結果を図や言葉
でわかりやすく記録している。
〇冬になると，動物は見られなくなり，
植物はたねを残して枯れたり，枝に芽
をつけて冬を越したりすることを理解
し，これまでのようすと比較しながら説
明している。

〇冬の生き物に進んでかかわり，
他者とかかわりながら，これまでの
観察経験を生かして，身の回りの
生き物のようすを観察し，これまで
との違いを見つけようとしている。
〇冬の生き物について学んだこと
を学習や生活に生かそうとし，意
欲的にこれからの変化についても
考えようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

星や月[３]冬の星 星の観察を繰り返すことを通し
て，星の特徴や動きについての
考えが深まるようにする。また，
星の動きと時間とを関係づけて
調べる能力が育つようにする。

〇夏や秋に夜空の星を観察し
たときと同じように， 冬の夜空
にも，明るさや色の違う星があ
り，時刻によって，並び方は変
わらないが，位置が変わること
を理解している。

〇冬の夜空に輝く星に進んで
かかわり，他者とかかわりなが
ら，星座や神話を調べたり，星
の方位を確かめたりしながら観
察しようとしている。

理科 第4学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
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教科 学年理科 第4学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

もののあたたまり方 金属は熱せられた部分から順
にあたたまるが，水や空気は熱
せられた部分が移動して全体
があたたまることをとらえるよう
にする。また，ものには熱に対
する性質の違いがあるという考
えをもつとともに，それらの性
質を確かめる活動を通して，既
習の内容や生活体験をもとに
根拠ある予想や仮説を発想す
る力や主体的に問題解決しよう
とする態度を育てる。

〇加熱器具などを安全に正しく使
い，熱した金属が非常に高温にな
ることを理解した上で，金属のあた
たまり方を調べている。
〇金属は熱せられた部分から順に
あたたまっていくことを理解し，図
や文を使って説明している。
〇水のあたたまり方を調べ，底を
熱したときと，水面近くを熱したとき
の違いに着目して，その過程や結
果を記録している。
〇水はあたためられた部分が上へ
動いて全体があたたまっていくこと
を理解し，金属のあたたまり方との
違いを明確にしながら説明してい
る。
〇空気は，水と同じように，あたた
められた部分が上へ動いて，全体
があたたまっていくことを，金属の
あたたまり方との違いも含めて理
解している。

〇金属の一部を熱すると，どのよう
にあたたまっていくのかについて予
想や仮説を発想し，それを確かめ
る方法も含めて自分の考えを図や
文で表現している。
〇示温インクの色の変化や動きと
水のあたたまり方を関係づけて考
察し，自分の考えを図や文を使っ
て表現している。
〇部屋の空気の温度や線香の煙
の動き方と空気のあたたまり方を
関係づけて考察し，自分の考えを
図や文を使って表現している。

〇フライパンを熱したときのようす
に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，2枚のサーモグラフィー
の画像を見比べ，金属のあたたま
り方を調べようとしている。
〇もののあたたまり方について学
んだことを学習や生活に生かした
り，身の回りから探したりして，もの
があたたまる現象を見直そうとして
いる。
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すがたを変える水 水は温度によって状態が変化
し，氷になると体積が増えると
いう考えをもつとともに，水蒸気
や氷に姿を変える水の状態変
化と温度とを関係づける能力
や，興味・関心をもって追究す
る態度を育てる。

〇実験装置を正しく組み立て，加熱器
具などを安全に正しく使って，熱したと
きの水のようすを調べ，わかりやすく記
録している。
〇水を冷やし続けたときの水温の変化
について，凍り始めた温度を正確に測
定して表に記録したり，わかりやすく折
れ線グラフに表したりしている。
〇液体の水は，温度によって気体であ
る水蒸気や，固体である氷などに姿を
変えることを理解し，水の状態変化と
温度を関係づけて説明できる。

〇しぼんだ袋に水がたまっていた
ことと，ビーカーの水が減っていた
ことを関係づけて考察し，沸騰した
ときに出る泡の正体は水であると
考え，図や文を使って表現してい
る。
〇水は0℃になると凍り始め，全部
が氷になるまで，温度が変わらな
いことや，水が氷になると体積が
増えることを実験結果を根拠にし
て考察し，表現している。

〇身の回りで，水が氷になったり，
水を熱すると湯気や泡が出たりす
る現象に進んでかかわり，他者と
かかわりながら，温度による水の
状態変化を意欲的に調べようとし
ている。
〇温度による水の状態変化につい
て学んだことを学習や生活に生か
そうとしたり，水が温度によって姿
を変えたものを，身の回りから探し
て，水が温度によって姿を変えた
現象を説明したりしようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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季節と生物[７]春のおとずれ 生き物を観察し，季節ごとの動
物の活動や植物の成長を，興
味・関心をもって調べた1年間
の記録をもとに，季節による動
物の活動や植物の成長の違い
をとらえるようにする。また，観
察や栽培をした経験や季節ご
との追究する活動を通して，動
物の活動や植物の成長と季節
とを関係づける能力を育てると
ともに，生物を愛護する態度を
育て，生命の多様性と共通性，
生命の連続性についての考え
をもつことができるようにする。

〇1年間の観察記録を見直し，季節と
生き物のようすの関係について，図や
表などを使って，わかりやすくまとめて
いる。
〇季節による動物の活動や植物の成
長の違いを理解して，それぞれ生命を
つないでいることを説明できる。

〇季節と生き物のようすに進んで
かかわり，他者とかかわりながら，
季節ごとの生き物の特徴を調べよ
うとしている。
〇季節と生き物のようすについて，
学んだことを学習や生活に生かそ
うとし，命のサイクルについて考え
ようとしている。
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7

13

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生命のつながり[１]
植物の発芽と成長

植物の発芽や成長のようすに興味をもち，
見いだした問題を追究する活動を通して，
発芽や成長にかかわる条件を関係づけて
とらえるようにするとともに，生命を尊重す
る態度を養い，生命の連続性についての考
えをもつことができるようにする。

○変える条件と同じにする条件を明確にし
ながら，植物の発芽に水が必要かどうかを
調べ，実験の方法や結果を適切に整理して
記録している。
○植物の発芽には，水・温度・空気が関係
していることを理解し，インゲンマメの発芽
には，日光は必要ないこともとらえている。
〇ヨウ素液などを適切に使って観察し，種
子としぼんだ子葉の反応の違いに着目しな
がら記録している。
〇植物は，種子の中の養分をもとにして発
芽することを，子葉の変化などと結びつけて
理解している。
〇植物の成長には，発芽の条件のほかに
日光や肥料が関係していることを，日常生
活と関連づけて理解している。

○植物の発芽について既習内容や生活経
験をもとに予想や仮説をもち，条件に着目
しながら実験を計画し，表現している。
○植物の発芽について，ほかのグループの
実験結果も参考にしながら，条件と関係づ
けて考察し，表現している。
〇植物の成長について既習内容や生活経
験をもとに予想や仮説をもち，条件に着目
しながら実験を計画し，適切に表現してい
る。
〇植物の成長について，実験結果をもとに
条件と関係づけて考察し，これまでの栽培
経験にも触れながら表現している。

○植物の発芽や成長に進んでかかわり，
粘り強く，他者とかかわりながら，それらの
変化の条件を季節や環境と結びつけて調
べようとしている。
〇植物の成長には，発芽の条件のほかに
日光や肥料が関係していることを，日常生
活と関連づけて理解している。

天気と情報[1]
天気の変化

雲の形や量，動きに着目して，それらと天
気の変化とを関係づけて調べ，天気の変化
のしかたをとらえられるようにする。また，数
日間の雲の動きを調べることを通して，天
気はおよそ西から東へ変化していくという規
則性をとらえ，映像などの気象情報を用い
て予想ができるという考えをもつことができ
るようにする。

〇空を観察しながら，1日の雲の量や動き
などを調べ，結果を適切に記録し，時間変
化にも着目して整理している。
〇天気の変化は，雲の量や動きと関係が
あることを理解し，雲の種類と天気の変化
の関係についても調べている。
〇気象情報を収集した経験を生かして，映
像などの気象情報を的確に理解しながら，
天気の変化を予想できることを理解してい
る。
〇雨や雪などの天気の変化による災害や
備え，もたらされる多くの恵みについて，地
域の特徴と照らし合わせながら，資料を目
的に応じて選択して調べている。

〇天気の変化と雲の量や動きなどの関係
について，予想や仮説をもとに，自らの考え
を表現し，調べる方法も立案している。
〇収集した気象情報を的確に整理し，雲画
像やアメダスと各地の空のようすの関係を
とらえながら，天気の変化の規則性を見い
だし，表現している。

〇雲と天気の変化に進んでかかわり，粘り
強く，他者とかかわりながら，時間変化にも
着目して，雲のようすを調べようとしている。
〇天気の変化は，わたしたちの生活に不可
欠であることから，よりよいくらしのあり方に
ついて，具体例を挙げながら，考えようとし
ている。
雲のようすや気象情報をもとにした天気の
予想を日常生活で活用し，実際の天気と比
べながら，自らの予想や考えを修正しようと
している。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第５学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

10

4

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

天気と情報[2]
天気の変化

日本の夏から秋にかけて，南の海上から北
上してくる台風の動きや進路について，気
象情報を活用してその特徴をとらえてまと
めることができるようにする。また，夏休み
前に，気象情報の読み取り方や，台風によ
る災害と災害への備えについて学ぶこと
で，防災・減災意識を高めるようにする。

〇台風の動きと天気の変化について，テレ
ビや新聞，インターネットなどを活用して，計
画的に情報を収集し，時間的な変化で適切
に整理している。
〇台風による災害には，気象情報と地域の
情報を活用した日ごろから備えが大切であ
ることを，具体例を挙げながら説明してい
る。

〇台風の動きと天気の変化，天気の変化
による災害の状況を関係づけて考察し，自
分の考えを表現している。

〇台風の動きと天気の変化に進んでかか
わり，粘り強く，他者とかかわりながら，幅
広く生活経験を想起したり，意欲的に調べ
ようとしたりしている。
〇台風とわたしたちのよりよいくらしのあり
方について，具体的に考えようとしている。

生命のつながり[２]
メダカのたんじょう

メダカを育て，雌雄の体の違いや受精卵の
ようすを観察し，発生の条件や過程をとらえ
られるようにする。時間の経過と関係づけ
て，発生や成長を調べる活動を通して，そ
れらについての理解をはかり，観察，実験
などに関する技能を身につけるとともに，お
もに予想や仮説をもとに，解決の方法を発
想する力や生命を尊重する態度，主体的に
問題解決しようとする態度を育成することが
できるようにする。

〇メダカを飼育して，雌雄の体の特徴や行
動などを詳しく観察し，結果を適切に整理し
て記録している。
〇解剖顕微鏡などを目的に応じて用意し，
安全に正しく使って，メダカの受精卵の変化
のようすを詳しく観察し，結果を適切に整理
して記録している。
メダカには雌雄があり，受精卵は卵の中の
養分を使って日がたつにつれて体の形がで
きるなど変化し，やがて子メダカが誕生し，
しばらくは腹の中の養分を使って育つことを
理解している。

〇メダカの発生や成長について予想や仮
説を発想し，図や言葉を用いて表現したり，
観察計画を具体的に立てたりしている。
〇メダカの発生とその変化にかかわる時間
を関係づけて考察し，自分の予想と比べな
がら考えを表現している。

〇メダカの卵の成長や雌雄の特徴につい
て，進んでかかわり，粘り強く，他者とかか
わりながら，これまでの学習や生活経験を
もとに意欲的に調べようとしている。
メダカの誕生について学んだことをもとに，
いろいろな生物の誕生について見直そうと
している。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第５学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

7

14

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

流れる水のはたらきと土地の
変化

流れる水のはたらきと土地の変化に興味を
もち，見いだした問題を追究する活動を通し
て，流れる水には地面を削ったり，石や土
を運んだり積もらせたりするはたらきがある
ことや，川の上流と下流によって，川原の石
の大きさや形が違うことをとらえることがで
きるようにする。また，長雨や集中豪雨に伴
う川の増水による災害や，防災・減災，くら
しを支える水資源についても意識を高める
ようにする。

○器具を正しく使って，流れる水の速さの違いに着目しな
がら，流れる水による地面の変化を調べる実験方法を工
夫し，計画的に実験している。
〇流れる水には，地面を侵食したり，土などを運搬したり
堆積させたりするはたらきがあることを，流れる水の速さと
関係づけて理解している。
〇流れる水の量の変化による地面の変化の違いを調べる
実験方法を工夫し，水の量を的確に制御して，計画的に実
験を行い，得られた結果を適切に記録している。
〇流れる水の量が変化すると，侵食や運搬のはたらきが
変化することを，実際の川にも当てはめながら理解してい
る。
〇流れる水の量が変化すると，侵食や運搬のはたらきが
変化することを，実際の川にも当てはめながら理解してい
る。
〇野外観察を計画的かつ安全に行ったり，映像資料など
を活用して調べたりして，流れる水のはたらきという視点
で，適切に記録している。

○流れる水のはたらきについて，根拠のあ
る予想や仮説をもち，条件に着目しながら
実験を計画し，表現している。
〇実際の川での流れる水のはたらきと土地
の変化について，流水実験で見いだした決
まりを実際の川に当てはめながら，関係づ
けて考察し，表現している。

○流れる水のはたらきに進んでかかわり，
粘り強く，他者とかかわりながら，既習内容
や生活経験を生かして，調べようとしてい
る。
〇流れる水のはたらきについて学んだこと
を学習や生活に生かし，地域の特性を見直
そうとしている。

生命のつながり[３]
植物の実や種子のでき方

植物の花のつくりや実のでき方に興味をも
ち，見いだした問題を追究する活動を通し
て，花の役割や受粉と結実との関係をとら
えるとともに，生命を尊重する態度を養い，
生命の連続性についての考えをもつことが
できるようにする。

〇顕微鏡などの器具のしくみも理解しなが
ら，適切に操作し，花のつくりや花粉を観察
している。
植物の結実の条件について，受粉させない
花と比較しながら計画的に詳しく実験を行
い，実験の方法や結果などを適切に記録し
ている。
〇昆虫などによって受粉するとめしべのもと
が実になり，実の中に種子ができ，その種
子がまた発芽して生命が受け継がれていく
ことを理解している。

〇めばなとおばなの花のつくりの違いについて，1つの花
にめしべとおしべがそろった花とも比べながら，問題を見い
だし，表現している。
〇1つの花にめしべとおしべがそろった花とも比べながら，
ヘチマのめしべやおしべの観察結果を考察し，おしべの花
粉がめしべに運ばれることを表現している。
〇動物の受精の学習内容を生かしながら，植物の結実に
ついて予想や仮説を発想し，条件に着目した実験を計画
し，表現している。
植物の結実について，実験結果をもとに昆虫などのはたら
きによって受粉することをとらえ，予想や仮説と照らし合わ
せながら考察している。

〇植物の花が実へと変化し，種子ができる
ことで，新たな生命へと受け継がれることに
進んでかかわり，粘り強く，他者とかかわり
ながら，そのしくみを意欲的に調べようとし
ている。
〇植物の受粉と結実について学んだこと
を，植物と動物のかかわりや生命の連続性
といった，つながりのある視点で見直し，生
かそうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第５学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

13

10

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

ふりこの動き 振り子が１往復する時間に着目して，おもり
の重さや振り子の長さなどの条件を制御し
ながら，振り子の運動の規則性を調べる活
動を通して，それらについての理解をはか
り，実験に関する技能を身につけるととも
に，主に予想や仮説をもとに，解決の方法
を発想する力や主体的に問題解決しようと
する態度を育成することができるようにす
る。

○振り子の運動の規則性を調べる工夫を
し，それぞれの実験器具を目的に応じて用
意し，安全に正しく操作し，計画的に正確に
実験している。
〇振り子の運動の規則性を調べ，その過程
を適切に記録し，結果を定量的に正確に計
算して記録している。
〇振り子が１往復する時間は，おもりの重さ
や振れ幅に関係なく，振り子の長さによって
変わることから，振り子の１往復する時間を
自由に変えられることを理解している。

○振り子の運動の変化とその要因について
根拠のある予想や仮説をもち，正確に調べ
るために条件に着目して複数回の実験を計
画し，表現している。
〇振り子の運動の変化とその要因とを誤差
を認識して関係づけて考察し，表現してい
る。

○振り子の運動に進んでかかわり，粘り強
く，他者とかかわりながら，おもりの重さや
振り子の長さ，振れ幅をいろいろ変えて振り
子の運動の規則性を意欲的に調べようとし
ている。
〇振り子の運動の規則性を利用したものづ
くりや，振り子の運動の規則性について学
んだことを生かして，いろいろなもののしく
みを進んで見直し，行動しようとする。

もののとけ方 ものが水に溶ける量やようすに着目して，
水の量や温度などの条件を制御しながら，
ものの溶け方の規則性を調べる活動を通し
て，それらについての理解をはかり，実験
に関する技能を身につけるとともに，主に予
想や仮説をもとに，解決の方法を発想する
力や主体的に問題解決しようとする態度を
育成することができるようにする。

〇ものが水に溶けると，溶かしたものは水の中に存在して
いて，水とものとを合わせた重さは溶かす前後で変わらな
いことを理解している。
〇ものの溶け方の違いを調べる工夫をし，電子てんびん
やメスシリンダーを目的に応じて用意し，安全に正しく操作
して定量的に実験をしている。
〇ものが水に溶ける量には，限度があることを詳しく理解
し，説明できる。
〇水の量を増やすと，水に溶けるものの量も増えることを
実験結果をもとに説明できる。
〇ものが水に溶ける量は，水の温度，溶けるものによって
違いがあることを実験結果をもとに説明できる。
〇溶けているものを取り出す方法を工夫し，ろ過器具など
を目的に応じて用意し，操作の意味を理解しながら，安全
に正しく使って溶けているものを取り出し，実験している。

〇水に溶けた食塩などのゆくえや，水に溶
けた後の水溶液の重さなどについて,発想し
た予想や仮説をもとに，条件に着目して解
決の方法を計画的に発想し，表現してい
る。
〇ものが水に溶ける量について生活経験を
もとに予想や仮説を発想し，条件に着目し
て解決の方法を計画的に発想し，表現して
いる。
〇ものが溶ける量を水の温度と関係づけて
考察し，ものによって水の温度で溶ける量
が違うと考え，表現している。

〇ものを水に溶かすことに進んでかかわ
り，粘り強く，他者とかかわりながら，ものの
溶け方や溶けたもののゆくえなどの疑問に
ついて進んで調べようとしている。
〇ものが水に溶けるときの規則性について
学んだことを，工場での塩をつくる流れなど
を例に，学習や生活で幅広く見直そうとして
いる。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第５学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

12

9

生命のつながり[４]
人のたんじょう

身の回りの様々な生物を比較しながらその
特徴を調べる活動を通して、生物の姿や生
物と環境との関わりについての理解を図る
とともに、差異点や共通点を基に問題を見
いだす力や、生物を愛護する態度を育成す
ることができるようにする。

○ヒトが母体内で成長していくようすを目的
に応じて図鑑やインターネット，模型，インタ
ビューなどの複数の方法を選択して詳しく
調べている。
〇ヒトが母体内で成長していくようすについ
て調べた結果を工夫して記録している。

○ヒトの母体内での成長のようすについ
て，具体的な体の部分の変化について予想
や仮説を発想し，絵や言葉を用いて表現し
ている。
〇ヒトの母体内での成長のようすについ
て，自らの予想や仮説と比べながら動物の
発生や成長とその変化を関係づけて考察
し，表現している。

○ヒトの母体内での成長のようすに進んで
かかわり，粘り強く，他者とかかわりなが
ら，自らその変化や成長について進んで話
し合い，調べる方法を意欲的に探している。
〇ヒトの誕生について学んだことをもとに，
いろいろな生物の誕生について見直そうと
している。

電磁石の性質 電磁石の導線に電流を流すと鉄を引きつけ
るようすから電磁石の性質について興味を
もち，見いだした問題を追究する活動を通し
て，電磁石の極の性質や電磁石の強さが
変化する要因についてとらえるとともに，電
流がつくる磁力についての考えをもつこと
ができるようにする。

〇電磁石を正しくつくり，電流を流してそのはたらきを永久
磁石と比較しながら詳しく調べ，見つけた疑問を，図など用
いて適切に記録している。
〇コイルに鉄心を入れて電流を流すと鉄心を磁化するは
たらきがあることや，永久磁石の極は変わらないが，電磁
石は電流の向きが変わると極も変わることを理解してい
る。
〇電流計などを目的に応じて用意し，安全に正しく使って，
電磁石の強さの変化を計画的に詳しく調べ，その過程や
結果を定量的に適切に記録している。
〇永久磁石が鉄を引きつける強さは変わらないが，コイル
に流れる電流を大きくしたり，コイルの巻数を増やしたりす
ると，電磁石が鉄を引きつける強さは強くなることを理解し
ている。

〇電磁石のはたらきについて，永久磁石と似ているところ
や違うところに注目しながら比べることで，問題を見いだ
し，表現している。
〇電磁石に電流を流したときの極の変化とその要因につ
いて，永久磁石の性質をもとにして予想や仮説をもち，条
件に着目して解決の方法を発想し，表現している。
〇電磁石の極の変化と電流の向きを関係づけて，永久磁
石の性質と比較しながら考察し，表現している。
〇電磁石に電流を流したときの電磁石の強さとその要因
について既習事項を根拠に予想や仮説をもち，条件に着
目して解決の方法を発想し，表現している。
〇実験の結果から，電磁石の強さと電流の大きさやコイル
の巻数を関係づけて考察し，永久磁石との違いと合わせて
表現している。

〇電磁石の導線に電流を流したときに起こ
る現象に進んでかかわり，粘り強く，他者と
かかわりながら，永久磁石の性質を思い出
し，電磁石のはたらきを調べようとしてい
る。
〇電磁石の性質やはたらきについて学ん
だことを，リニアモーターカーなどを例に，学
習や生活で幅広く見直そうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科 第５学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

9

5

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

植物の成長と日光の関わり 植物の体のつくりとはたらきについて興味・
関心をもち，植物と日光の関係，植物が養
分をつくるはたらきについての学習を通し
て，植物に対する理解を深めていくととも
に，植物が重要なはたらきをしているという
考えをもつことができるようにする。

〇植物の体のつくりと働きについて、観察、
実験などの目的に応じて、器具や機器など
を選択して、正しく扱いながら調べ、それら
の過程や得られた結果を適切に記録してい
る。
○植物の葉に日光が当たるとデンプンがで
きることを理解している。

〇植物の体のつくりと働きについて問題を
見出し、予想や仮説を基に、解決の方法を
発想し、表現するなどして問題解決してい
る。
○植物の体のつくりと働きについて、観察、
実験などを行い、体のつくりと葉で養分をつ
くる働きについて、より妥当な考えをつくりだ
し、表現するなどして問題解決している。

〇身近な植物と日光との関係のさまざまな
例を考えながら，養分の作られ方について
進んで調べようとしている。
〇植物の体のつくりとはたらきについて学
んだことを，動物についての学習と結びつ
けたり，生活に生かす例を調べようとしたり
している。

ものの燃え方 ものの燃焼のしくみについて興味・関心を
もって多面的に調べる活動を通して，もの
の燃焼と空気の変化とを関係づけて，もの
の質的変化について推論する能力を育てる
とともに，追究していく過程において，燃焼
したときの空気の変化について，より妥当
な考えをつくりだし，表現できるようにする。

〇線香やろうそく，集気瓶などを適切に使っ
て，ろうそくの燃え方と空気の流れを関係づ
けながら，くふうして計画的に実験を行い，
適切に記録している。
〇気体検知管や石灰水などを安全に正しく
使って，ものが燃える前と後の空気の変化
について詳しく調べ，結果を整理し，適切に
記録している。
〇ろうそくや木などの植物体が燃えると，空
気中の酸素が使われ二酸化炭素ができる
ことをもとに，空気が入れ替わるとよく燃え
ることを理解している。

〇ものの燃え方と空気の動きについて，問
題を見いだし，空気の入口や出口の位置と
関係づけて予想や仮説をもち，条件に着目
しながら実験を計画し，表現している。
〇実験結果から，気体の種類によるものを
燃やすはたらきの違いについて，より妥当
な考えをつくりだし，酸素中では空気中より
も激しく燃えることも考察しながら，表現して
いる。

〇ものの燃え方に進んでかかわり，粘り強
く，他者とかかわりながら，燃焼のしくみを
空気の動きに着目して調べようとしている。
〇ものの燃焼のしくみについて学んだことを
学習や生活に生かし，身の回りの現象を見
直そうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

12

5

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

植物の成長と水の関わり 植物の体のつくりとはたらきについて興味・
関心をもち，根から取り入れられた水のゆく
えや植物と空気の関係，植物が養分をつく
るはたらきについての学習を通して，植物
に対する理解を深めていくとともに，植物が
重要なはたらきをしているという考えをもつ
ことができるようにする。

〇植物の水の通り道を染め，根や茎，葉そ
れぞれの水の通り道のようすを観察し，特
徴をとらえながら結果を適切に記録してい
る。
〇蒸散を理解し，また，植物が生きていくた
めには，水を取り入れる必要があることを
理解している。
〇気体検知管などを正しく使って，植物と空
気の関係を「2.ヒトや動物の体」の学習と比
較しながら詳しく調べている。
〇実験の目的に応じて，日光を当てた葉と
当てなかった葉などを用意し，比較しながら
詳しく調べている。

〇葉まで運ばれた水がその後どうなるかに
ついて，生活場面や既習内容など，幅広い
根拠から予想や仮説を発想し，表現してい
る。
〇葉に日光が当たると，でんぷんができる
ことから考察し，植物は自分で養分をつくっ
ていることなど，植物のはたらきについてよ
り妥当な考えをつくり出し，表現している。

〇身近な植物と水との関係のさまざまな例
を考えながら，根から取り入れた水の通り
道を進んで調べようとしている。
〇植物の体のつくりとはたらきについて学
んだことを，動物についての学習と結びつ
けたり，生活に生かす例を調べようとしたり
している。

体のつくりとはたらき ヒトやほかの動物の体のつくりとはたらきに
ついて興味・関心をもち，消化，呼吸，循環
および排出のはたらきについての学習を通
して，児童が自らの体について理解を深め
ていくとともに，体の各器官が相互にかか
わり合って生命を維持しているという考えを
もつことができるようにする。

〇口から取り入れられた食べ物は，胃，腸など消化管を通
る間に消化され，養分は小腸で吸収されて肝臓に蓄えら
れ，吸収されなかったものは排出されることを理解してい
る。
〇これまでの学習経験から，気体検知管や石灰水を正しく
扱い，吸気と呼気における酸素と二酸化炭素の濃度変化
を詳しく調べている。
〇ヒトや動物は呼吸によって肺などで酸素を取り入れ，二
酸化炭素や水分を出しているが，動物によって呼吸のしく
みに違いがあることを理解している。
〇血液の流れや腎臓のつくりとはたらきについて，これま
での学習と関連づけて調べ，工夫を加えて結果をまとめて
いる。
〇血液は心臓のはたらきで体内を巡り，養分，酸素および
二酸化炭素などを運んでいることを，体に必要なもの・不
要なものを運ぶ役割として，整理して理解している。

〇だ液によるでんぷんの変化について，実
験を通して，食べ物は体の中でどのように
消化され，養分として吸収されていくのかを
考察し，自分の考えを表現している。
〇養分や酸素を取り入れた血液は，心臓の
はたらきで全身に送られ，二酸化炭素など
を運び出していると考え，心臓の拍動と脈
拍との関係も踏まえて自分の考えを表現し
ている。
〇

〇ヒトや動物の体のつくりとはたらきに興味
をもち，自分や友達の発言や疑問を整理し
て学習問題にまとめ，進んで調べようとして
いる。
〇ヒトや動物の体のつくりとはたらきについ
て学んだことから，生命のたくみさや多様性
を見つけるなどして，身の回りの生命をとら
え直そうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

7

8

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

月と太陽 月の位置や形の変化に興味・関心をもち，
月の輝いている側に太陽があることをとら
えるとともに，月の形の見え方を太陽との
位置関係から推論して追究し，月の形の見
え方が規則正しく変化する理由について，
より妥当な考えをつくりだし，主体的に問題
解決しようとする態度を育成する。

〇ボールの位置による見える形の変化を
予想しながら，ボールを適切な位置に移動
させて調べ，適切に記録している。
〇月の形の見え方は，地球から見た太陽と
月の位置関係によって変わることを理解
し，月は，太陽との位置関係を毎日少しず
つ変え，約１か月で変化を繰り返すことをと
らえている。

〇月の形や月と太陽の位置関係について，
問題を見いだし，予想や仮説をもとに具体
的なモデル実験としての解決の方法を発想
し，思考を整理しながら実験を計画してい
る。
〇モデル実験や観察の結果から，月の位
置によって，太陽に照らされた部分の見え
方が変わっていくことを予想しながら，いろ
いろな形の月に当てはめて説明している。

〇月の形の見え方に進んでかかわり，既習
内容を生かしながら，粘り強く，意欲的に他
者とかかわり，調べたい問題を整理してい
る。
〇月の形の見え方は，地球から見た太陽と
月の位置関係によって変わることを理解
し，月は，太陽との位置関係を毎日少しず
つ変え，約１か月で変化を繰り返すことをと
らえている。

生物どうしの関わり 〇食べ物のもとが植物であり，植物は自分
で養分をつくることができるが，動物はほか
の動物や植物を食べることで養分を取り入
れていることを理解している。
〇顕微鏡を正しく有効に使って，水中の小
さな生物を詳しく観察し，結果を適切に記録
している。
〇池や川のメダカなどの魚は，水中の小さ
な生物を食べ物にして生きていて，食物連
鎖でつながり合っていることを理解してい
る。
〇これまでの学習を総合的に関係づけて，
生物の空気や水を通したかかわり合いにつ
いて理解している。

〇これまでの学習と関連づけて，生物が，
植物を始まりとした食物連鎖で，網の目の
ようにつながっているという仮説を立て，表
現している。
〇植物に日光が当たると二酸化炭素を取り
入れて酸素を出し，動物は呼吸して酸素を
取り入れていることや，生物と水について考
察する中でより妥当な考えをつくり出し，表
現している。

〇これまでの学習から，食べ物を通しての
生物どうしの関係に興味をもち，いろいろな
資料を活用して意欲的に調べようとしてい
る。
〇生物どうしがかかわり合ったり，周囲の
環境の影響を受けたりして生きていること
に，生命のたくみさを感じ，自然界のつなが
りを大切にしようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

12

12

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

７．土地のつくりと変化 地層などを観察し，地層のつくりやでき方に
ついて多面的に調べる活動を通じて，大地
は長い年月と大きな空間的な広がりの中で
つくられ，変化してきたという考えをもつこと
ができるようにする。また，火山活動や地震
による大地の変化と災害とを関係づけて調
べ，災害への備えについて考えるとともに，
自然の力の大きさを感じ取ることができるよ
うにする。

〇地層のようすを空間的にとらえ，調べる器具などを正しく
扱いながら観察し，適切なスケッチなどとともに記録してい
る。
〇地層の構成物と，地層に重なりや広がりがあることを，
いくつかの地点の層を結びつけて考えることでも理解して
いる。
〇堆積のモデルを運搬・堆積の場としてとらえ，ペットボト
ルでの方法の経験を生かし，地層のでき方を粒の大きさの
違いの視点で調べている。
〇双眼実体顕微鏡などの器具を正しく操作しながら，火山
灰を観察し，海岸の砂粒とも比較しながら，水のはたらき
による地層の構成物との違いを適切に記録している。
〇地層は，れき，砂，泥や火山灰などからできており，層と
なって広がっていることを理解し，長い年月をかけて岩石
に変わったり，水のはたらきで侵食されたり，堆積したりし
ていることをとらえている。

〇構成物の違いから地層がしま模様に見
えると予想し，地層のようすを調べる適切な
方法について，自分の考えを表現してい
る。
〇地層のでき方について，既習内容をもと
に問題を見いだし，水のはたらきとの関連
で，繰り返し堆積することで積み重なること
を予想して，堆積の場を調べる実験を計画
し，表現している。
〇地層が固まってできた岩石や化石を調
べ，長い時間の経過と合わせて考察し，岩
石や化石が当時のようすを知る手がかりに
なることも見いだしている。

〇大地のつくりと変化に進んでかかわり，
粘り強く，他者とかかわりながら，既習内容
や生活経験を生かして，調べようとしてい
る。
〇大地のつくりと変化について学んだことを
学習や生活に生かし，そこにくらすわたした
ちとの関係について，具体例をあげながら，
見直そうとしている。

水よう液の性質 いろいろな水溶液を，溶けているものを調
べたり，リトマス紙などを使って3つの性質
にまとめたり，金属と反応するようすを調べ
たりする活動を通して，水溶液の性質やは
たらきについての考えをもつことができるよ
うにする。

〇いろいろな水溶液やピペット，ガスコンロなどを目的に応
じて用意し，安全に正しく使って，水溶液の違いを手際よく
調べている。
〇水溶液には，気体が溶けているものがあることを理解
し，固体が溶けているものとの違いなどを理解している。
〇リトマス紙などを正しく使って水溶液の性質を調べ，比較
しやすいように適切に記録しながら，3つの性質に仲間分
けしている。
〇水溶液は，酸性・中性・アルカリ性の3つの仲間に分けら
れることを理解し，リトマス紙などの色の変化と水溶液の性
質との関係を理解している。
〇薄い塩酸やピペットなどを安全に正しく使って，金属が薄
い塩酸によって小さくなって泡が出たり，あたたかくなったり
するようすなどを詳しく調べている。
〇ガスコンロや溶液を安全に正しく使って実験を行い，水
を蒸発させて出てきた固体に着目し，特徴を適切に記録し
ている。

〇5種類の水溶液の区別のしかたについ
て，既習事項や経験を生かした予想や仮説
をもち，自分の考えを表現している。
〇金属に薄い塩酸を加えたときのようすか
ら，金属に起こった変化について予想や仮
説をもち，どんな実験をすれば解決できる
かを具体的に表現している。
〇蒸発皿に残ったものの性質を調べた結
果と既習事項を関係づけて，薄い塩酸に
よって金属が別のものに変化したと結論づ
け，表現している。

〇身の回りの水溶液に興味をもち，使われ
る場面やその理由など，水溶液の性質につ
いて意欲的に考えようとしている。
〇水溶液の性質やはたらきを適用し，自ら
例を探すなどして，身の回りの事物や現象
をとらえ直そうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

11

11

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

私たちの生活と電気 電気はつくり出したり蓄えたりすることがで
きることを知り，その電気をさまざまな器具
に流すことによって，電気は，光，音，熱な
どに変えることができるという考えをもつこ
とができるようにする。また，身の回りには
電気をつくり出したり蓄えたり，光，音，熱な
どに変えるさまざまな道具があることを知る
とともに，より妥当な考えをつくりだす力を
育成する。

〇手回し発電機などを正しく扱いながら，発電のようすを条
件を制御して調べ，手回し発電機の条件と器具のようすの
結果を記録し，表などで適切に整理している。
〇光電池や鏡などを正しく使って，手回し発電機での経験
をもとに条件を適切に制御しながら実験を行い，結果を表
などに記録している。
〇豆電球と発光ダイオードを比較する条件に着目して，コ
ンデンサーを正しく扱いながら，そのはたらきを調べ，結果
を適切に記録している。
〇身の回りには，発電したり，電気を蓄えたり，変換したり
するなどの電気の性質やはたらきを利用したさまざまな道
具があることを，いろいろな例に当てはめて理解している。

〇発電について問題を見いだし，豆電球やモーターを使う
ことで電流の向きや大きさを調べられることを発想し，手回
し発電機を使った実験を計画している。
〇光電池の発電について，手回し発電機での発電や乾電
池と比較しながら考察し，いろいろな発電方法での結果を
整理しながら，より妥当な考えをつくりだし，表現している。
〇発光ダイオードは豆電球に比べ，長く明かりがついたこ
とから，発光ダイオードのほうが電気を使う量が少なく，効
率的であることを考察し，表現している。
〇電気をむだなく使うための工夫について，自動的に電球
の明かりがつく以外の例でも，問題を見いだし，予想した
条件や動作の組み合わせをもとに，解決の方法を発想し，
プログラミングしている。

〇発電と電気の利用に進んでかかわり，粘
り強く，他者とかかわりながら，幅広く生活
経験を想起したり，既習内容を生かしたりし
て調べようとしている。
〇発電と電気の利用について学んだことを
生かして，ものづくりをしたり，自ら例を探す
などしたりして，日常生活に使われている電
気を利用した道具を見直そうとしている。

てこのはたらき てこの手ごたえや，てこがつり合うときを調
べる実験を通して，重いものを楽に持ち上
げる方法や，てこがつり合うときの規則性に
ついての考えをもつことができるようにす
る。また，小さな力で重いものを動かせると
いう視点で，身の回りを観察し，さまざまな
道具でてこの規則性が利用されていること
をとらえるようにする。

〇変える条件と同じにする条件を明確に区別しながら，力
点・作用点の位置を変え，てこを使うときの手ごたえを調
べ，結果を適切に記録している。
〇実験用てこを使って，左右のおもりの重さや位置を変え
ながら，実験1での経験を生かして，てこがつり合うときの
規則性を予想し，調べている。
〇てこがつり合うときの規則性や，支点から等距離でつり
合うときはおもりの重さも等しいことを理解し，実験結果を
もとに，その関係を説明できる。
〇てこを利用した道具を目的に応じて用意し，安全に正しく
使いながら，道具のはたらきと関連づけて，支点・力点・作
用点について調べている。
〇身の回りには，てこの規則性を利用した道具があること
を，支点・力点・作用点の位置関係と道具のはたらきとを
関連づけて理解している。

〇てこを使って重いものを小さな力で持ち上げる方法につ
いて，予想や仮説をもとに解決の方法を発想し，条件に着
目しながら実験を計画し，表現している。
〇てこの手ごたえと支点・力点・作用点の位置関係につい
て考察する中で，より妥当な考えをつくりだし，支点・力点・
作用点の言葉を的確に使いながら表現している。
〇実験結果をもとに，てこの規則性について，より妥当な
考えをつくりだし，算数で学習した反比例を用いながら，自
分の考えを表現している。
〇てこの規則性を利用した道具の支点・力点・作用点の並
びには3タイプあり，それとはたらく力の関係について，そ
れぞれの共通点や差異点に着目して，自分の考えを表現
している。

〇てこのしくみやはたらきに進んでかかわ
り，粘り強く，他者とかかわりながら，既習
内容や生活経験を生かして，規則性を調べ
ようとしている。
てこの規則性について学んだことを生かし
て，ものづくりをしたり，自ら例を探すなどし
たりして，日常生活に使われているてこの
規則性を利用した道具を見直そうとしてい
る。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

8

生物と地球環境 ヒトやほかの生物と環境がどの
ようにかかわり合っているかを
調べたり，身近な環境問題を調
べたりして，生物と環境とのか
かわりについての考えをもつこ
とができるようにするとともに，
自然を大切にしようとする態度
を育てる。

〇ヒトは，環境とかかわり，工
夫して生活していることを，空
気・水・食べ物の視点で整理し
ながら，身近な環境とも関連づ
けて理解している。
〇資料などを目的に応じて選
択し，ヒトの活動と環境が互い
に与えている影響について調
べ，環境を守る取り組みについ
ても関連づけながら記録してい
る。

〇身近な環境とのかかわりや
与えている影響などの調べたこ
とをもとに，より妥当な考えをつ
くりだし，自分たちの生活を見
直して，保全のための取り組み
を行っている。

〇身の回りの環境に進んでか
かわり，粘り強く，他者とかかわ
りながら，既習内容や生活経験
を生かして，意欲的に調べよう
としている。

理科 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



学校名：江戸川区立新田小学校

教科 学年

4

4

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生き物をさがそう 身の回りの様々な生物を比較
しながらその特徴を調べる活動
を通して、生物の姿や生物と環
境との関わりについての理解を
図るとともに、差異点や共通点
を基に問題を見いだす力や、生
物を愛護する態度を育成するこ
とができるようにする。

○身の回りの生物のようすを、
虫眼鏡などを正しく扱いながら
調べ、分かりやすく記録してい
る。
○生物は、色、形、大きさなど、
姿に違いがあることを理解して
いる。

○身の回りの生物に進んで関
わり、他者と関わりながら生物
を見付けようとしている。
○身の回りの生物について、そ
のようすや周辺の環境に着目
して比較し、差異点や共通点を
もとに考察し、自分の考えを表
現している。

○身の回りの生物に進んで関
わり、他者と関わりながら生物
を見付けようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

理科 第６学年

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生き物をさがそう 身の回りの様々な生物を比較
しながらその特徴を調べる活動
を通して、生物の姿や生物と環
境との関わりについての理解を
図るとともに、差異点や共通点
を基に問題を見いだす力や、生
物を愛護する態度を育成するこ
とができるようにする。

○身の回りの生物のようすを、
虫眼鏡などを正しく扱いながら
調べ、分かりやすく記録してい
る。
○生物は、色、形、大きさなど、
姿に違いがあることを理解して
いる。

○身の回りの生物に進んで関
わり、他者と関わりながら生物
を見付けようとしている。
○身の回りの生物について、そ
のようすや周辺の環境に着目
して比較し、差異点や共通点を
もとに考察し、自分の考えを表
現している。

○身の回りの生物に進んで関
わり、他者と関わりながら生物
を見付けようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能



学校名：江戸川区立新田小学校
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学校名：江戸川区立新田小学校



学校名：江戸川区立新田小学校
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学校名：江戸川区立新田小学校


